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予
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、
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決

六
二
、
三
、
二
七

可
　
　
決

六
二
、
二
、
三

六
二
、
三
、
二
四

可
　
　
決

六
二
、
三
、
二
五

可
　
　
決

8
1

　

民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

　

"

三
、
二
六

四
、
一
三

（
予
）

三
、
二
六

継
　
　
続
　
審
　
査

8
2

　

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

　

"

三
、
二
六

四
、
一
三

（
予
）

　
　
五
、
二
六

可
　
　
決

　
　
五
、
二
七

可
　
　
決

三
、
二
六

　
　
五
、
二
二

可
　
　
決

　
　
五
、
二
二

可
　
　
決

8
7

　

刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
案

参

三
、
二
六

三
、
二
六

　
　
五
、
一
四

可
　
　
決

　
　
五
、
二
〇

可
　
　
決

三
、
二
六

（
予
）

　
　
五
、
二
六

可
　
　
決

　
　
　
五
、
二
六

可
　
　
決

裁
判
所
職
員
定
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
三
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
下
級
裁
判
所
に
お
け
る
事
件
の
適
正
迅
速
な
処
理

を
図
る
た
め
、
裁
判
所
職
員
の
定
員
を
改
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
判
事
の
員
数
を
八
人
増
加
し
千
三
百
六
十
人
に
改
め
る
。

二
、
裁
判
官
以
外
の
裁
判
所
の
職
員
の
員
数
を
七
人
増
加
し
二
万
千

　
三
百
五
十
一
人
に
改
め
る
。

三
、
こ
の
法
律
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
裁
判
所
職
員
定
員
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
法
務
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経

過
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
本
法
律
案
は
、
下
級
裁
判
所
に
お
け
る
事
件
の
適
正
、
迅
速
な
処

理
を
図
る
た
め
、
判
事
の
員
数
を
八
人
増
加
す
る
と
と
も
に
、
裁
判

官
以
外
の
裁
判
所
の
職
員
の
員
数
を
七
人
増
加
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
執
行
事
件
、
破
産
事
件
等
の
動
向
と

対
応
、
裁
判
所
・
法
務
省
間
の
人
事
交
流
、
裁
判
所
の
Ｏ
Ａ
化
へ
の

取
り
組
み
、
裁
判
官
の
研
修
等
に
つ
き
ま
し
て
熱
心
な
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
り
御
承
知
願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
別
に
発
言
も
な

く
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
八
二
号
）

要
旨

　
本
法
律
案
は
、
電
子
情
報
処
理
組
織
に
関
連
す
る
不
正
行
為
に
対

処
す
る
た
め
の
処
罰
規
定
並
び
に
外
交
官
等
の
殺
害
、
在
外
公
館
の

占
拠
及
び
人
質
を
と
る
行
為
等
の
国
際
事
犯
に
対
処
す
る
た
め
の
条

約
の
実
施
上
必
要
な
処
罰
規
定
の
整
備
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
人
の
事
務
処
理
を
誤
ら
せ
る
目
的
で
、
そ
の
用
に
供
す
る
権
利
、

　
義
務
又
は
事
実
証
明
に
関
す
る
電
磁
的
記
録
を
不
正
に
作
出
し
、

　
又
は
当
該
記
録
を
そ
の
用
に
供
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
又

　
は
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

二
、
人
の
業
務
に
使
用
す
る
電
子
計
算
機
若
し
く
は
電
磁
的
記
録
を

　
損
壊
し
、
虚
偽
の
情
報
若
し
く
は
不
正
の
指
令
を
与
え
、
又
は
そ

　
の
他
の
方
法
に
よ
る
電
子
情
報
処
理
組
織
に
対
す
る
加
害
行
為
に

　
よ
り
、
人
の
業
務
を
妨
害
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
又
は
四

　
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

三
、
財
産
権
の
得
喪
、
変
更
に
係
る
不
実
の
電
磁
的
記
録
を
作
出
し
、

　
又
は
虚
偽
の
電
磁
的
記
録
を
人
の
事
務
処
理
の
用
に
供
し
て
、
財

　
産
上
不
法
の
利
得
を
得
た
者
は
、
十
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。

四
、
国
際
的
に
保
護
さ
れ
る
者
（
外
交
官
を
含
む
。
）
に
対
す
る
犯

　
罪
の
防
止
及
び
処
罰
に
関
す
る
条
約
の
実
施
の
た
め
、
条
約
に
よ

　
り
処
罰
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
行
為
に
係
る
国
外
犯
の
処
罰
規
定



　
を
設
け
る
。

五
、
人
質
に
と
る
行
為
に
関
す
る
国
際
条
約
の
実
施
の
た
め
、
人
を

　
逮
捕
又
は
監
禁
し
、
こ
れ
を
人
質
に
し
て
第
三
者
に
対
し
て
不
法

　
な
要
求
を
行
つ
た
者
等
を
六
月
以
上
十
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る

　
と
と
も
に
、
四
の
規
定
の
例
に
よ
り
国
外
犯
を
処
罰
す
る
（
人
質

　
に
よ
る
強
要
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
）
。

六
、
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過
し
た

　
日
（
条
約
に
関
す
る
規
定
は
、
条
約
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を

　
生
ず
る
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
法
務
委

員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
本
法
律
案
は
、
電
子
情
報
処
理
組
織
に
関
連
す
る
不
正
行
為
に
対

処
す
る
た
め
、
電
子
計
算
機
に
用
い
ら
れ
る
電
磁
的
記
録
の
不
正
作

出
、
毀
棄
等
の
行
為
、
電
子
計
算
機
に
対
す
る
加
害
に
よ
る
業
務
妨

害
行
為
及
び
電
子
情
報
処
理
組
織
を
悪
用
す
る
不
法
利
得
行
為
の
処

罰
規
定
を
設
け
る
と
と
も
に
、
一
国
際
的
保
護
さ
れ
る
者
（
外
交
官

を
含
む
。
）
に
対
す
る
犯
罪
の
防
止
及
び
処
罰
に
関
す
る
条
約
及
び

人
質
を
と
る
行
為
に
関
す
る
国
際
条
約
」
の
実
施
上
必
要
な
国
外
犯

の
処
罰
規
定
及
び
人
質
を
と
る
行
為
に
つ
い
て
の
処
罰
規
定
の
整
備

を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
外
犯
処
罰
規
定
、
人
質
強
要
行
為

処
罰
規
定
、
電
磁
的
記
録
の
不
正
作
出
行
為
及
び
業
務
妨
害
行
為
等

に
つ
き
ま
し
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に

よ
つ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
別
に
発
言
も
な

く
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
案
（
閣
法
第
八
七
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
刑
事
被
告
事
件
に
係
る
訴
訟
の
記
録
の
訴
訟
終
結

後
に
お
け
る
適
正
な
管
理
を
図
る
た
め
、
そ
の
保
管
及
び
閲
覧
等
に

つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
刑
事
被
告
事
件
に
係
る
訴
訟
の
記
録
は
、
訴
訟
終
結
後
は
、
当

　
該
被
告
事
件
に
つ
い
て
第
一
審
の
裁
判
を
し
た
裁
判
所
に
対
応
す



　
る
検
察
庁
の
検
察
官
が
保
管
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
保
管
期
間
は
、

　
記
録
の
種
類
等
に
応
じ
て
、
こ
れ
を
定
め
る
。

二
、
検
察
官
は
、
保
管
記
録
に
つ
い
て
、
再
審
の
手
続
の
た
め
保
存

　
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
職
権
で
、
ま
た
は
再
審
の
請
求

　
を
し
よ
う
と
す
る
者
等
の
請
求
に
よ
り
、
そ
の
保
管
期
間
満
了
後

　
も
、
こ
れ
を
再
審
保
存
記
録
と
し
て
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

三
、
保
管
記
録
及
び
再
審
保
存
記
録
の
閲
覧
に
関
す
る
手
続
に
つ
い

　
て
所
要
の
規
定
を
設
け
る
。

四
、
閲
覧
ま
た
は
再
審
保
存
記
録
の
保
存
に
関
す
る
検
察
官
の
処
分

　
に
不
服
の
あ
る
者
は
、
裁
判
所
に
そ
の
処
分
の
取
り
消
し
ま
た
は

　
変
更
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
、
法
務
大
臣
は
、
保
管
記
録
ま
た
は
再
審
保
存
記
録
に
つ
い
て
、
刑

　
事
法
制
及
び
そ
の
運
用
並
び
に
犯
罪
に
関
す
る
調
査
研
究
の
重
要

　
な
参
考
資
料
で
あ
る
と
思
料
す
る
と
き
は
、
そ
の
保
管
期
間
ま
た
は

　
保
存
期
間
の
満
了
後
、
こ
れ
を
刑
事
参
考
記
録
と
し
て
保
存
す
る

　
も
の
と
し
、
学
術
研
究
等
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に

　
は
、
こ
れ
を
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
こ
の
法
律
は
、
昭
和
六
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法
案
に
つ
き

ま
し
て
、
法
務
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
い

た
し
ま
す
。

　
本
法
律
案
は
、
刑
事
被
告
事
件
が
終
結
し
た
後
に
お
け
る
訴
訟
の

記
録
の
適
正
な
管
理
を
図
る
た
め
、
そ
の
保
管
、
閲
覧
等
に
関
し
必

要
な
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　
第
一
に
刑
事
被
告
事
件
に
係
る
訴
訟
の
記
録
は
、
訴
訟
終
結
後
は
、

当
該
被
告
事
件
に
つ
い
て
第
一
審
の
裁
判
を
し
た
裁
判
所
に
対
応
す

る
検
察
庁
の
検
察
官
が
保
管
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
第
二
に
検
察

官
は
、
再
審
の
手
続
の
た
め
保
存
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
保
管
記

録
に
つ
い
て
は
、
そ
の
保
管
期
間
の
満
了
後
も
、
こ
れ
を
再
審
保
存

記
録
と
し
て
保
存
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
第
三
に
法
務
大
臣
は
、

刑
事
法
制
等
に
関
す
る
調
査
研
究
の
重
要
な
参
考
資
料
で
あ
る
と
思

料
す
る
保
管
記
録
ま
た
は
再
審
保
存
記
録
に
つ
い
て
は
、
そ
の
保
管
期

間
ま
た
は
保
存
期
間
の
満
了
後
も
、
こ
れ
を
刑
事
参
考
記
録
と
し
て
保

存
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
第
四
に
閲
覧
に
関
す
る
手
続
及
び
閲
覧

等
に
関
す
る
処
分
に
対
す
る
不
服
申
し
立
て
の
手
続
に
つ
い
て
所
要

の
規
定
を
設
け
る
も
の
と
す
る
こ
と
等
で
あ
り
ま
す
。



　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
法
律
案
提
出
の
経
緯
と
目
的
、
閲

覧
行
為
の
範
囲
、
謄
写
の
可
否
、
刑
事
参
考
記
録
の
選
別
等
に
つ
き

ま
し
て
熱
心
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
、
会
議
録

に
よ
り
御
承
知
願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
別
に
発
言
も
な
く
、

採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。




